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令和５年度事業報告 
 
 
 
 
１．講習会事業      

 

   令和５年度の講習会においては、新型コロナウイルス感染症が２類から５類となったが、

引き続き換気等の感染防止対策を講じ開催するとともに、募集人員を大幅に超過して応募が

あった講習会については、追加開催を行うことにより対応した。 

   開催の実績は、建築物環境衛生管理技術者講習会は、徳島会場を含む計１５コース、知事

登録講習会は、新規講習会を４４コース、再講習会では９２コース（計画数９１コース）、

合計１５１コースを実施し、受講者数は１１,１３８人であった。 

   講習会の実施に当たっては、教務委員会及び試験問題委員会、修了認定委員会等を適宜開

催もしくは書面審査を行い、講習会事業の適正な運営及び講習会の充実と受講環境の向上を

図った。 

 

 （１）建築物環境衛生管理技術者講習会 

     ・コース数    １５コース （計画数 １５コース） 

     ・受講者数   １,２４７人  (見込数 １,２８０人） 

 

 （２）知事登録講習会 

   １）新規講習会 

     ・コース数    ４４コース （計画数 ４４コース） 

・受講者数   ２,７４８人 （見込数 ２,５４０人） 

 

２）再講習会 

     ・コース数    ９２コース （計画数 ９１コース、追加１コース） 

     ・受講者数   ７,１４３人 （見込数 ６,６７０人） 

（講習会毎の内訳は別紙） 

 

(３）令和５年度地域別開催数（１５１コース） 
 

区 分 札 幌 仙 台 東 京 名古屋 大 阪 広 島 福 岡 沖 縄 その他 ｵﾝﾗｲﾝ 合 計 

管理 
技術者 １ １ ６ １ ４ ０ １ ０ １ ０ １５ 

知事 
登録 

３ ０ ６３ ９ ３７ ２ １１ ６ １ ４ １３６ 

（前年度実績） 

合 計 

（５） 

４ 

（５） 

１ 

（６８）

６９ 

（９） 

１０ 

（４３）

４１ 

（４） 

２ 

（１０） 

１２ 

（２） 

６ 

（９） 

２ 

（０） 

４ 

（１５５） 

１５１ 

※ その他：管理技術者１（徳島）、知事登録１（貯再：宮崎）、オンライン：知事登録４（清再） 

 
 



(４）講習会関連委員会の開催 

教務委員会を始めとした委員会を下記のとおり開催した。 

      ・教務委員会          １回 

      ・試験問題委員会        ２回（うち書面 １回） 

      ・受講資格委員会       ２２回（うち書面２０回） 

      ・修了認定委員会        ７回 

      ・地区委員会         １１回 

      ・教授打合会          ５回 

      ・各知事登録講習会委員会   ３４回（うち書面１５回） 

 

（５）オンライン講習会の開催 

   令和５年度７月から清掃作業監督者再講習会のオンライン講習会を年４回開催し、

１２７名の受講者が受講した。 

また、令和６年度からの貯水槽清掃作業監督者再講習会のオンライン講習会の開催

に向けて、貯水槽委員会のもと、作業部会を設置し、視聴動画用スライド（パワーポ

イント教材）の検討・作成、オンライン視聴用動画の撮影を行うとともに、講習会実

施に向けての配信システムの作成を行った。 

 

 （６）事業登録制度に基づく登録営業所の公表ＷＥＢサイトの一元化 

建築物衛生法に規定する事業登録制度に基づく都道府県知事等の登録を受けた営

業所については、各都道府県においてそれぞれのホームページで公表されている

が、厚生労働省生活衛生課からの依頼により、センターホームページにおいて一元

化し、各都道府県の登録営業所を閲覧できるようにした（令和６年３月２８日）。 

 

 

 

２．国家試験事業 

   

   建築物衛生法に基づく指定試験機関として、第５３回建築物環境衛生管理技術者試験を次

のとおり実施した。 

試験実施に当たり、試験委員会（試験実施方針の決定及び合否判定）、幹事委員会（試験

問題の選定４回）の開催などにより、適正、公正な試験を実施し、合格発表においては、合

格基準及び正答並びに試験問題などをホームページに掲載した。 

   また、受験者からの科目別得点等の個人情報の開示請求については、８８件の請求があり、

個人情報保護規程に基づき開示した。 

 

なお、合格者数については、当初１１月１日に１,８０４人とする合格発表を行ったが、

その後、選択肢の中に法律に明記されている用語の印刷誤字が判明し、正答肢の取扱いを訂

正することとなった。そのため、新たに１５人の受験者が合格基準に達することとなり、 

１１月６日に合格発表の訂正を行った。 

 

 



 

（１）試験日程等 

   １）試  験  日   令和５年１０月１日（日） 

   ２）合格発表日   令和５年１１月１日（水）（訂正発表 １１月６日（月）） 

   ３）試 験 地   全国６地区９会場 

            （札幌市､仙台市､東京都､名古屋市､大阪市､福岡市） 

 

（２）受験者数等 
 

   

 

              

令和５年度 

実 績 

（計 画） 

① 受験票交付数 

 

               人  

         

１１,２３３   

（１３,２００） 

② 受験者数 

 

            人 

  

８,２３２   

③ 合格者数 

   

          人 

  

  １,８１９  

④ 合格率 

（③／②） 

         ％ 

     

２２.１ 

 

 

前年度実績 

 

１２,５４２ 

 

９,４１３ 

 

１,６８１ 

 

  １７.９ 

 

 

 

 

３．検査事業    

 

   建築物衛生法施行規則に基づく室内浮遊粉じん計の較正、飲料水の水質検査並びに水道法

に基づく簡易専用水道施設の検査、給湯設備等におけるレジオネラ属菌の検査等を下記のと

おり実施した。 

 

      令和５年度各種検査実施件数 
 

  

   室内浮遊粉じん計の較正 

令和５年度計画 
              件 
    ７，０００ 

令和５年度実績 
              件 
    ６，７３６ 

 

   飲料水の水質検査       ９７０       ９４３ 

   簡易専用水道施設の検査       ４４０       ４２０ 

 

 

   防錆剤品質規格検査         ４         ３ 

   レジオネラ属菌の検査       ４７０       ４４９ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．調査研究事業  

 

  建築物環境衛生管理における技術面の充実と関連情報集積のため、センターにおいて調 

査研究を実施するとともに、関連学会等の外部関係機関との連携、技術提供及び研究助成を 

行った。 

 

（１） 調査研究 

１） センター調査研究 

   ・課 題   「居室におけるＰＭ2.5の測定・評価方法の研究」 

           期 間：令和５年度 

 

２） 研究助成事業 

① 指定調査研究 

・課 題   「加熱直送給湯方式の適用に関する検討」 

研究者：光永 威彦 氏（明治大学） 

② 一般公募調査研究 

・課 題 １ 「井水を利用した専用水道を有する大学キャンパスの運用実績調査」 

研究者：西川 豊宏 氏（工学院大学）  

・課 題 ２ 「ＢＥＭＳを活用した建築物環境衛生管理手法の再考」 

研究者：海塩  渉 氏（東京工業大学） 

・課 題 ３ 「建築室内における汚染物質の拡散とシミュレーションの比較」 

研究者：西村 直也 氏（芝浦工業大学） 

 

（２）研究発表、シンポジウム等の開催 

建築物環境衛生管理全国大会において、下記のとおり研究発表、シンポジウム等を開

催した。 

・研究発表  ２０題（調査研究部門 ９題、事例報告部門 １１題） 

・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 「環境衛生管理における不適の実態と課題を考える」 

             座 長：林  基哉 氏（北海道大学大学院 特任教授） 

   ・専門講座 「人工知能の現状と利活用」 

           講 師：大岡 龍三 氏（東京大学生産技術研究所 教授） 

・特別講演 「「仕掛け」で人を動かす」 

           講 師：松村 真宏 氏（大阪大学大学院 教授） 

 

（３）関連学会等との連携 

空気調和・衛生工学会、日本防菌防黴学会、日本空気清浄協会、日本公衆衛生学会等

へ参加し、調査研究成果の発表及び技術、知見の向上を図った。 



５．広報・出版事業    

 

建築物における衛生的環境の確保、維持管理の重要性について、広く人々に理解・周知を

図るため、建築物環境衛生管理全国大会及び季刊誌、ホームページ等を通じた広報を行った。 

 

（１） 広報事業 

１）第５１回建築物環境衛生管理全国大会 

・ﾒｲﾝﾃｰﾏ  「求められる建築物衛生管理を考える」 

    ・実 施  令和６年１月１８日（木）・１９日（金） 

    ・会 場  日本教育会館一ツ橋ホール（東京都千代田区一ツ橋） 

・行 事  特別講演、専門講座、シンポジウム、研究集会、式典 

・参加者  延べ４７０名 

 

２）式典における表彰 

・建築物における衛生的環境の確保に関し顕著な功績のあった者 

       厚生労働大臣表彰：１５名 

       センター会長表彰：２５名 

    ・第５０回全国大会研究集会優秀発表表彰 

         調査研究部門：優秀賞２題、特別賞２題を表彰 

         事例報告部門：優秀賞１題、奨励賞１題を表彰 

     

（２）出版事業 

令和５年度作製・販売部数 

書  籍  名 作製実績 販売実績 

季刊誌「ビルと環境」 ３，４９０部 １,５５３部 

新 建築物の環境衛生管理（第１版３刷）  － １５２部 

レジオネラ症防止指針（第４版)  － ７８部 

改訂 特定建築物における建築確認時審査のためのガイドライン  － ４９部 

 

  



（別紙） 

令和５年度講習会実績 

 

 

１ 建築物環境衛生管理技術者講習会 
 

  
           講習会の種類 

令和５年度計画 令和５年度実績 
備考 

 コース   受講者数  コース   受講者数 

  建築物環境衛生管理技術者講習会 １５  １,２８０   １５ １,２４７  

 

 

２ 知事登録講習会 
 

  
           講習会の種類 

令和５年度計画 令和５年度実績 
備考 

 コース   受講者数  コース   受講者数 

  新規講習会   ４４ 

 

２,５４０   ４４ ２,７４８  

   ① 清掃作業監督者 

  ② 空気環境測定実施者 

  ③ ダクト清掃作業監督者 

  ④ 貯水槽清掃作業監督者 

  ⑤ 排水管清掃作業監督者 

  ⑥ 防除作業監督者 

  ⑦ 統括管理者 

  ⑧ 空調給排水管理監督者 

 ７ 

   ７ 

   １ 

  １０ 

   ３ 

   ６ 

   ６ 

   ４ 

  ４６０ 

     ３００ 

      ２０ 

   ７８０ 

     １９０ 

     ３１０ 

     ２６０ 

２２０ 

     ２６０ 

   ７ 

   ７ 

   １ 

  １０ 

   ３ 

   ６ 

   ６ 

   ４ 

   ３５５ 

     ３２７ 

      １８ 

  １,０１７ 

     ２０７ 

     ２５８ 

     ３０４ 

     ２６２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  再講習会  ９１    ６,６７０  ９２   ７,１４３ 

６０ 

 

   ① 清掃作業監督者 ※ 

  ② 空気環境測定実施者 

  ③ ダクト清掃作業監督者 

  ④ 貯水槽清掃作業監督者 

  ⑤ 排水管清掃作業監督者 

  ⑥ 防除作業監督者 

  ⑦ 統括管理者 

  ⑧ 空調給排水管理監督者 

  ２２ 

 １０ 

   １ 

  ２９ 

    ５

 ９ 

    ９

   ６ 

   ７ 

   １,５３０

６６０ 

     ３０ 

   ２,５２０

    ３００

  ６１０ 

     ５８０ 

４４０ 

     ４２０ 

     ５１０ 

     ３１０ 

２２ 

 １０ 

   １ 

  ３０ 

    ５

 ９ 

    ９

   ６ 

 

１,５６７ 

     ７３７ 

     ３４ 

   ２,５８７ 

     ３５６ 

     ６５７ 

     ６８１ 

     ５２４ 

  

  

 

追加１ 

 

 

 

 

         計  １３５ 

 

９,２１０  １３６ ９,８９１    

 
 

    講 習 会  合 計（１＋２） 

 

 

 １５０ １０,４９０  １５１ １１,１３８  

 
 ※ 清掃作業監督者再講習会は、オンライン開催４回・受講者数（実績）１２７人を含む。 
    
 

 

人 人 

人 人 


